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研究成果の概要（和文）：われわれは原発性リンパ浮腫、二次性リンパ浮腫に対し、リンパ管静脈吻合術（LVA）を行
っているが、吻合に必要なくトリミングを行った集合リンパ管を採取し、組織学的検査を行った。内皮細胞、基底膜、
平滑筋層、膠原線維や弾性線維それぞれの変化について、
検討を行った。また、特発性乳糜胸腹水を合併した原発性リンパ浮腫患者においても集合リンパ管の組織学的解析を行
った。これまでに報告のない新たな所見をいくつか得ることができ、学会発表、論文発表に至った。

研究成果の概要（英文）：We investigated the collecting lymphatic vessels of the human body histopahologica
lly. The lymphatic vessels were taken during lymphatico-venous anastomosis (LVA) surgery, in which we trim
 redundant part. We found the changes in lymphatic endothelial cells, smooth muscle cells, and collagen fi
bers. Also, we examined and treated neonatal lymphatic pleural effusion and ascites, using indocyanine gre
en lymphography and LVA.
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１． 研究開始当初の背景 
現在国内に 5 千人の原発性リンパ浮腫、
10 万人の二次性リンパ浮腫の患者が存在
すると推定されている。特に原発性リンパ
浮腫に関しては、多くが原因不明であり治
療法も確立していない。 

 
２． 研究の目的 
原発性リンパ浮腫の原因を追求し、治療
法を確立する。 
 

３． 研究の方法 
我々は原発性リンパ浮腫の患者において胸管
の形態異常が存在することを発見した。我々の
方法、胸管MRI（Magnetic Resonance Thoracic 
Ductography;MRTD）を様々な部位に応用するこ
とで、原発性リンパ浮腫の病態解明が見込まれ
る。また、我々は原発性リンパ浮腫の患者にリ
ンパ管静脈吻合術(LVA)を行うが、術中に採取
した集合リンパ管を光学顕微鏡、電子顕微鏡で
検鏡した。 
 
４． 研究成果 
リンパ管内皮細胞、基底膜、平滑筋層、膠原
線維や弾性線維それぞれの変化について、検
討を行った。また、特発性乳糜胸腹水を合併
した原発性リンパ浮腫患者においても集合
リンパ管の組織学的解析を行った。これまで
に報告のない新たな所見をいくつか得るこ
とができ、学会発表、論文発表に至った。 
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